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平成２７年度防衛調達審議会活動概要 

 

 

１ 開催状況 

平成２７年度においては、第１２７回から第１３３回（計７回）の防衛調達審議会を開

催するとともに、陸上自衛隊の部隊活動並びに装備品等の運用状況及び整備業務について

現地視察を実施した。 

 

 

２ 委員 

  会  長  渡邉 一弘 （弁護士、東海大学法科大学院教授） 

  会長代理  尾畑  裕 （一橋大学大学院商学研究科教授） 

  委  員  藤川 裕紀子（公認会計士 藤川裕紀子公認会計士事務所） 

委  員  星  千絵 （弁護士 田辺総合法律事務所） 

委  員  山口 更織 （公認会計士 有限責任監査法人トーマツ） 

  委  員  山田 澤明 （北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院教授） 

  委  員  砂田  充※ （法政大学経済学部教授） 

 

※ 平成27年4 月10日 新たに委員に任命 

 

３ 調査審議対象機関 

  陸 上 自 衛 隊（補給統制本部・北海道補給処・東北補給処・関東補給処・関西補給処・

九州補給処） 
  海 上 自 衛 隊（補給本部・艦船補給処・航空補給処） 
  航 空 自 衛 隊（第２補給処・第２補給処十条支処・第３補給処・第４補給処） 
  技術研究本部（本部） 
  装備施設本部（中央調達） 
 
４ 調査審議等の状況 

（１）サンプリング調査審議の状況 

平成２７年度のサンプリング調査審議において、調査審議した契約件数は次表のとお

り。 
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平成２７年度 サンプリング調査審議の実施契約件数 

開催回 
調査審議 

対象機関 

随意契約等に係る

サンプリング調査

審議 

1者応札・1者応募案

件に係るサンプリン

グ調査審議 

計 

第１２８回 

（27.5.27） 
装備施設本部 （中央調達）１件 １４件 １５件 

第１２９回 

（27.7.15） 
技術研究本部 （本部）  １件 １２件 １３件 

第１３０回 

（27.9.16） 
陸上自衛隊 

（九州補給処） 

２件 
 ９件 １１件 

第１３１回 

（27.10.28） 
航空自衛隊 

（第２補給処） 

１件 
９件 １０件 

第１３２回 

（28.1.27） 
海上自衛隊 

（艦船補給処） 

１件 
４件  ５件 

小計  ６件 ４８件 ５４件 

 仕様書等に係るサンプリング調査審議 

第１３３回 

（28.2.17） 
全機関※ 

２０件 

（陸自6件、海自3件、空自2件、技本2件、装施本7件） 

計 ７４件 

※ 「全機関」とは調査審議対象機関全てのことをいう。 

 

サンプリング調査審議における主な指摘事項等は、別添「平成２７年度防衛調達審議

会での主な指摘事項等」のとおり。 

なお、別添に記載の主な指摘事項等に対するフォローアップとして、平成２８年度の

審議会において、改善状況等の報告をすることとしている。 

 
（２）フォローアップの実施状況等 

サンプリング調査審議での指摘事項等に対するフォローアップについては、比較的短

期間で改善等が行われる項目とある程度の検討期間が必要な項目があることから、例年、

調査審議の翌年度の４月と１２月の２回報告を実施している。 

平成２７年度においては、平成２６年度サンプリング調査審議での指摘事項等に対す

るフォローアップを第１２７回（平成２７年４月）及び平成２３年度サンプリング調査

審議での指摘事項等に対するフォローアップを第１２９回（平成２７年７月）において

実施した。 

 

（３）防衛装備庁の概要等について 

   平成２７年１０月１日に防衛装備庁が設立されたことから、第１３１回審議会におい

て概要説明を受けた。 
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   また、防衛装備庁の事業の一つであるプロジェクト管理についても概要説明を受け、

今後、報告案件があれば随時審議することとした。 

   なお、２８年度以降の審議会において、防衛装備庁における個別の事業概要等につい

て実施予定。 

 

５ 各回の審議概要 

【第１２７回審議会】 平成２７年４月２２日（水）１０：００～１１：００ 

○ 平成２６年度サンプリング調査審議に係るフォローアップ 

平成２６年度に実施されたサンプリング調査審議での指摘事項等に対し、フォロー

アップ状況を報告 

○ 平成２６年度防衛調達審議会の活動概要等 

平成２６年度に開催された防衛調達審議会の審議概要等を取りまとめ、報告 

 

【第１２８回審議会】 平成２７年５月２７日（水）１０：００～１２：００ 

 ○ 平成２６年度防衛調達審議会活動概要報告 

審議会の開会前に、「防衛調達審議会 平成２６年度活動報告」について、渡邉会長

及び委員全員から原田政務官に対して報告 

○ 随意契約等に係るサンプリング調査審議（平成２６年度装備施設本部） 

  「電波監視装置１号機」について調査審議 

○ １者応札・１者応募案件に係るサンプリング調査審議（平成２６年度装備施設本部） 

１者応札８件、１者応募６件について調査審議 

○ 平成２６年度調達業務等監査報告 

平成２６年度に実施した装備施設本部等の調達業務等監査の結果について、経理装

備局監査課から説明 

○ 護衛艦の契約条件について 

防衛省側から資料を示して説明 

 

 【現地視察】 平成２７年６月１５日（月）～１６日（火） 
   １５日（月）陸上自衛隊東千歳駐屯地、南恵庭駐屯地              
   １６日（火）（株）日本製鋼所室蘭製作所、日鋼特機（株）室蘭事業所 
 
【第１２９回審議会】 平成２７年７月１５日（水）１０：００～１２：００ 

○ 護衛艦の契約条件について 

前回審議会に引き続き、防衛省側から資料を示して説明 

○ 随意契約の対象範囲の拡大について 

防衛省側から資料を示して説明 

○ 随意契約等に係るサンプリング調査審議（平成２６年度技術研究本部） 

「新弾道ミサイル防衛用誘導弾の発射試験準備支援作業（その６）」について調査

審議 
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○ １者応札・１者応募案件に係るサンプリング調査審議（平成２６年度技術研究本部） 

１者応札９件、１者応募３件について調査審議 

○ 平成２３年度サンプリング調査審議に係るフォローアップ 

平成２３年度に実施されたサンプリング調査審議での指摘事項等に対し、フォロー

アップ状況を報告 

 

【第１３０回審議会】 平成２７年９月１６日（水）１０：００～１２：００ 

○ 随意契約等に係るサンプリング調査審議（平成２６年度陸上自衛隊九州補給処） 

「プロジェクタほか１１件」、「遠射距離用プロジェクタほか７件」について調査審

議 

○ １者応札・１者応募に係るサンプリング調査審議（平成２６年度陸上自衛隊） 

１者応札６件、１者応募３件について調査審議 

○ 入札状況報告（平成２６年度第１・第２／四半期） 

平成２６年度第１・第２／四半期に行われた装備品等の競争入札を対象に、防衛省

経理装備局監査課において不自然な入札案件を抽出し報告 

 

【第１３１回審議会】 平成２７年１０月２８日（水）１０：００～１２：００ 

○ 防衛装備庁の概要について 

防衛装備庁から資料を示して説明 

○ 随意契約等に係るサンプリング調査審議（平成２６年度航空自衛隊第２補給処） 

「ＥＸＣＨＡＮＧＥＲ外３品目」について調査審議 

○ １者応札・１者応募に係るサンプリング調査審議（平成２６年度航空自衛隊） 

１者応札６件、１者応募３件について調査審議 

 

【第１３２回審議会】 平成２８年１月２７日（水）１０：００～１２：００ 

○ 随意契約等に係るサンプリング調査審議（平成２６年度海上自衛隊艦船補給処） 

「武器等用部品（専用品）「水中航走式機雷掃討具（Ｓ－１０・１型）用ＲＯＴＡＲ

Ｙ ＪＯＩＮＴ」外」について調査審議 

○ １者応札・１者応募に係るサンプリング調査審議（平成２６年度海上自衛隊） 

１者応札２件、１者応募２件について調査審議 

○ 入札状況報告（平成２６年度第３・第４／四半期） 

平成２６年度第３・第４／四半期に行われた装備品等の競争入札を対象に、防衛省

大臣官房監査課において不自然な入札案件を抽出し報告 

○ 平成２８年度防衛調達審議会開催計画 

平成２８年度防衛調達審議会開催計画等について事務局から説明、了承 

 

【第１３３回審議会】 平成２８年２月１７日（水）１０：００～１１：３０ 

○ 平成２７年度防衛予算（案）の概要 

防衛省側から資料を示して説明 
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○ プロジェクト管理の概要 

防衛装備庁から資料を示して説明 

○ 仕様書等に係るサンプリング調査審議（平成２６年度 陸上自衛隊、海上自衛隊、

航空自衛隊、技術研究本部、装備施設本部） 

１者応札１２件、複数者応札８件について調査審議 



別　添

平成２７年度防衛調達審議会での主な指摘事項等

（随意契約等、１者応札・１者応募案件及び仕様書に係るサンプリング調査審議）

開
催
回

対
象
機
関

審議区分 契約方式 契約件名 主な指摘事項等

随意契約等に
係るサンプリン
グ調査審議

随意契約

「電波監視装置１号機」

（概要）
　この契約は、現在運用中の電波監視装置１号機（アナログ器材）が陳腐化
かつ老朽化したため、デジタル器材に換装する契約である。

特になし。

一般競争

（１者応札）
・電交システム用器材の借上（更新）
・０７式機動支援橋
・１ １／２ｔトラック
・３ １／２ｔトラック
・３ １／２ｔトラック（暖房装置付き）
・１／２ｔトラック
・３ １／２ｔトラック（ウインチ付）

特になし。

随意契約

（１者応募）
・１２式地対艦誘導弾
・０３式中距離地対空誘導弾
・中距離多目的誘導弾
・１１式短距離地対空誘導弾
・携帯障害処理器材
・Ｆ－１５近代化機ＨＭＤ用ヘルメット

特になし。

随意契約等に
係るサンプリン
グ調査審議

随意契約

「新弾道ミサイル防衛用誘導弾の発射試験準備支援作業（その６）」

（概要）
　この契約は、日米で共同開発している新弾道ミサイル防衛用誘導弾の発
射試験準備として、試験計画作成支援、地上試験支援及び発射試験弾に対
する製造工程確認作業を実施するものである。

特になし。

一般競争

（１者応札）
・除籍艦艇の艦型標的への改修役務
・定点保持船等作業役務
・よう船（次世代潜水艦用ソーナーシステムの性能確認試験）（その２）
・アクティブ電波画像誘導方式の性能確認試験（第２次発射試験）標的設置
等作業
・よう船（次世代潜水艦用ソーナーシステムの性能確認試験）（その３）
・よう船（潜水艦用新魚雷（Ｇ－ＲＸ６）の性能確認試験に係る支援作業）（そ
の３）
・除籍艦艇曳航役務
・よう船（潜水艦用新魚雷（Ｇ－ＲＸ６）の性能確認試験に係る支援作業）（そ
の１）
・よう船（潜水艦用新魚雷（Ｇ－ＲＸ６）の性能確認試験に係る支援作業）（そ
の２）

【よう船関係】
・契約相手方の合併する前の人員は何名であったのか。
・４者も仕様書を受領しているのに、結果１者からしか見積書が提出さ
れなかったようであるがなぜか。
・試験場所によって応札できないなどの制約があるかについて把握して
いるのか。

随意契約

（１者応募）
・解析装置の製造
・スノーケル発電システムの予備品（その１）の製造
・高出力レーザシステム構成要素の性能確認試験のための組立等作業（そ
の１）

特になし。

第
１
２
９
回

（
２
７
．
７
．
１
５

）

技
術
研
究
本
部

１者応札・１者応
募案件に係るサ
ンプリング調査
審議

１者応札・１者応
募案件に係るサ
ンプリング調査
審議

第
１
２
８
回

（
２
７
．
５
．
２
７

）

装
備
施
設
本
部



開
催
回

対
象
機
関

審議区分 契約方式 契約件名 主な指摘事項等

随意契約等に
係るサンプリン
グ調査審議

随意契約

「プロジェクタほか１１件」
「遠射距離用プロジェクタほか７件」

（概要）
　この契約は、人員、小火器等用交戦訓練装置の機能を維持するため、損
耗、破損したプロジェクタ等の各種部品を取得するものである。

特になし。

一般競争

（１者応札）
・マルウエア可視化エージェント
・乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン
・沈降破傷風トキソイド
・不活化ポリオワクチン
・乾燥組織培養不活化Ａ型肝炎ワクチン
・組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン

【乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン　ほか４件】
他の医薬品卸しの冷蔵運搬方法及び民間では病院組織間の共同購入
などにより比較的規模の大きな購入が進む中、冷蔵医薬品の調達は
一般にどのように行われているのかを調査し、調査結果と本件を比較
しての合理性について説明されたい。

随意契約

（１者応募）
・８１式短距離地対空誘導弾等構成品の改修（初度費）
・８１式短距離地対空誘導弾等構成品の改修
・情報本部関連器材定期巡回整備（その９）（収集システム ＡＮ／ＧＳＱ－４６
７）ほか３品目

特になし

ＧＣＩＰ率が、自社製作及び外注で製作しているものを含めた製造原価
を押し並べて予測としての経費率であり、そういうルールになって計算
していることは分かるが、計算上、約１０億円のうち約３億円が粗利とし
てプライムに入ることは多いと感じる。プライムの営業利益率はどれくら
いか。

下請負の経費率等について、官側の経費率等がある他部門のアップ
率と平行して見積資料における経費率等がアップしているから妥当だと
いうのであれば、官側の経費率等のアップ率も含めて何が原因でアッ
プしたか検証されたい。

委：通常、レートが上がる理由の一つとして、稼働率が下がっていると
いうことが考えられる。稼働率が下がる原因がマクロ的な経済動向によ
るものなのか、防衛省の発注量が影響を与えているのか。加工費レー
トは、一般的に前年度のもので計算しているので、注文を多く出した年
度の次年度に反映されることになりタイムラグが生じる。したがって、防
衛省の発注の影響が、どの程度加工費レートに影響を与えているかに
ついて、調査した方がよいのではないか。
防：ベンダーのホームページに決算説明資料があり、この説明資料に
おいて昨年度赤字となった理由が、防衛関連部品の売上高が大きく減
少した影響とあったことから、これを踏まえて次回以降に説明したいと
考える。

ベンダー及びベンダーの購入先について、発注量によって何故単価が
変わらないのか説明されたい。

ベンダー部分の説明において、オーダーの固定費及び変動費で説明し
ているが、事前審議においては、ライン又は事業部単位での加工費率
を求めるに当たっての固定費と変動費がどのようなものであるかにつ
いて説明を求めていたので、改めて説明されたい。

一般競争

（１者応札案件）
・リボンカートリッジ（クロ）外１，６５９品目
・ＮＵＴ ほか３件
・ＮＵＴ外１９品目

【ＮＵＴ 関係】
想定される供給可能先があるのならば、見積書を徴収すべきであると
考え、これまでの審議案件においては、供給可能先があるならば見積
書の徴収を行っているという理解である。防衛省内で見積書の徴収に
バラツキがあるということになるので、防衛省内での考え方を検討され
たい。

随意契約

（１者応募案件）
・ＣＡＳＩＮＧ，ＣＯＭＰ外１８品目
・ＷＩＮＧ ＴＩＰ Ｌ／Ｈ外２品目
・ＧＹＲＯＳＣＯＰＥ ＲＡＴＥ外５品目

特になし

「ＥＸＣＨＡＮＧＥＲ外３品目」

（概要）
　この契約は、Ｆ－１５のコクピットの空調及び搭載電子機器の冷却を行う系
統を構成する部品の一部であり、エンジンから取り出した高温高圧であるブ
リード・エアを上空の外気から取り込んだ低温の空気であるラム・エアを用い
て冷却することにより温度調整し、航空機のコクピットの空調及び搭載電子
機器の冷却を行うシステムである。

随意契約
随意契約等に
係るサンプリン
グ調査審議

１者応札・１者応
募案件に係るサ
ンプリング調査
審議

航
空
自
衛
隊

第
１
３
０
回

（
２
７
．
９
．
１
６

）

陸
上
自
衛
隊

１者応札・１者応
募案件に係るサ
ンプリング調査
審議

第
１
３
１
回

（
２
７
．
１
０
．
２
８

）



開
催
回

対
象
機
関

審議区分 契約方式 契約件名 主な指摘事項等

随意契約等に
係るサンプリン
グ調査審議

随意契約

「武器等用部品（専用品）「水中航走式機雷掃討具（Ｓ－１０・１型）用ＲＯＴＡ
ＲＹ　ＪＯＩＮＴ」外」

（概要）
この契約は、海上自衛隊が保有する「ひらしま」型及び「えのしま」型掃海艇
に搭載されている水中航走式機雷掃討具（Ｓ－１０・１型）を維持整備するた
めに必要な官給用部品を調達するものである。

委：予定価格の算定に際して表計算ソフトを使用する場合、入力した計
算式が適正であることについて管理者の承認を得るような措置を検討
したらどうか。また、予定価格の決定過程において、担当者の上司等に
よる重層的なチェック体制をとる必要があるのではないか。
委：予定価格の算定業務におけるシステムについて、人為的なミスをな
くすようなシステム改修を検討したらどうか。
防：委員の御指摘については、防衛省各機関に周知徹底する。

一般競争
（１者応札案件）
・乗用車小型４号
・乗用車小型３号

特になし。

随意契約
（１者応募案件）
・新掃海具導入に伴う整備補給態勢の検討
・人事システム用電算機の機器更改に伴う付帯作業役務

特になし。

第
１
３
３
回

（
２
８
．
２
．
１
７

）

全
機
関

仕様書等に係る
サンプリング調
査審議

競争入札

（１者応札）
・乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン
・沈降破傷風トキソイド
・不活化ポリオワクチン
・乾燥組織培養不活化Ａ型肝炎ワクチン
・組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン
・乗用車小型４号
・乗用車小型３号
・１ １／２ｔトラック
・３ １／２ｔトラック
・３ １／２ｔトラック（暖房装置付き）
・１／２ｔトラック
・３ １／２ｔトラック（ウインチ付）

（複数者応札）
・内装 中帽
・陸上用応急糧食（ツナ）　ほか１２件
・氷結防止液外１６品目
・テレタイプ受信紙（３Ｐ）外１６品目
・将来電源システム評価装置の製造
・被探知防止・耐衝撃潜水艦構造（実物大構造模型）の水中爆破試験後の
振動特性確認作業
・９９式１５５ｍｍりゅう弾砲発射装薬
・９９式１５５ｍｍりゅう弾砲演習用発射装薬

【乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン　ほか４件】
・契約相手方である全国ワクチン株式会社がどういう会社なのか調査さ
れたい。
・陸上自衛隊以外の自衛隊の契約相手方を調査されたい。

第
１
３
２
回

（
２
８
．
１
．
２
７

）

海
上
自
衛
隊

１者応札・１者応
募案件に係るサ
ンプリング調査
審議


